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TOPICS 瀬谷店に節水装置を導入
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スポーツクラブＮＡＳは、CO2排出量・水使用量を運営効率化及び
省エネ機器導入により削減し脱炭素社会の実現に取り組んでいます。

OPICS 瀬谷店に節水装置を導入

スポーツクラブＮＡＳは、CO2排出量・水使用量を運営効率化及び排出量・水使用量を運営効率化及び
省エネ機器導入により削減し脱炭素社会の実現に取り組んでいます。省エネ機器導入により削減し脱炭素社会の実現に取り組んでいます。
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当施設の換気設備は
熱を逃がさず大量換気

新型コロナウィルスの流行により、施設内は多くの換気
が必要となっています。当施設では最新の換気設備によ
り、安心いただける換気を施設全館で行っています。

CO₂削減量：年間約0.51トン削減見込み

ＮＡＳは早稲田環研究所様と提携し、環境対策の推進を強化しています。

世界の常識は「低炭素」から『脱炭素』へ
地球の平均気温上昇を、1.5℃以下に抑えるため、「2050年ネットゼロ（カーボンニュートラル）＝脱炭素」を目標に掲げる事が
世界の主流になっています。アメリカのバイデン大統領は①100％クリーンエネルギーの国になる②排出が避けられないCO2

を森林や地中に貯留し、ネットゼロを実現すると公約しました。日本も、菅首相
の所信表明演説にて、2050年までに、カーボンニュートラル、脱炭素社会の実
現を目指すと宣言しました。私たちも、脱炭素について学び、気候変動による自
然環境や生態系の破壊を未然に防ぐための行動をしましょう。

①１時間に５回以上、空気の大量入替をしています。

②熱や湿度は逃がさず、快適な室内を保っています。

なお、外気が快適な春・秋には自然換気も取り入れ、環境負荷の少ない運営を行います。


